
拝
啓
、
日
本
国
内
閣
総
理
大
臣
様

　
本
年
三
月
十
日
以
降
、
チ
ベ
ッ
ト
で
起
き
た
危
機
的
状
況
に
対
し
、
私
た
ち
は
同
じ
人
類
と
し
て
深
い
悲

し
み
を
覚
え
ま
す
。

　
チ
ベ
ッ
ト
は
独
自
の
言
語
・
文
字
を
有
し
、
数
世
紀
に
渡
っ
て
独
自
な
文
明
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
な
か

で
も
イ
ン
ド
後
期
仏
教
の
伝
統
を
継
承
し
て
発
達
し
た
宗
教
を
中
心
と
す
る
文
化
は
、
中
央
ア
ジ
ア
の
一
大

文
明
で
あ
る
こ
と
は
既
に
世
界
的
に
も
が
認
め
ら
れ
て
い
る
事
実
で
す
。
こ
の
人
類
に
と
っ
て
極
め
て
重
要

な
無
形
の
文
化
遺
産
が
、
い
ま
絶
滅
の
危
機
に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
人
類
の
知
性
が
創
り
上
げ
た
文
明

は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
も
そ
れ
を
暴
力
に
よ
っ
て
滅
ぼ
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
チ
ベ
ッ
ト
問
題
は
既
に
半
世
紀
も
国
際
社
会
の
な
か
で
置
き
去
り
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
そ
の

抜
本
的
解
決
を
目
指
し
て
真
剣
に
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
社
会

は
、
チ
ベ
ッ
ト
問
題
を
「
中
国
国
内
の
内
政
問
題
」
と
し
て
傍
観
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
結
果
、
私

た
ち
が
こ
れ
ま
で
眼
に
し
て
き
た
も
の
は
、
今
回
の
よ
う
な
悲
劇
の
連
鎖
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
よ

り
憂
慮
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
こ
の
一
連
の
悲
劇
も
ま
た
実
は
氷
山
の
一
角
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
事
実
が
あ
り

ま
す
。
度
重
な
る
武
力
的
鎮
圧
は
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
も
の
で
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
む
し
ろ
よ
り
大
規

模
な
悲
劇
の
原
因
を
生
み
出
し
続
け
て
い
ま
す
。

　
日
本
国
政
府
は
「
平
和
貢
献
国
家
」
を
標
榜
し
つ
つ
も
、
こ
れ
ま
で
諸
外
国
と
同
じ
よ
う
に
チ
ベ
ッ
ト
問

題
に
関
し
て
は
「
内
政
不
干
渉
」
の
原
則
と
い
う
傍
観
者
的
立
場
を
と
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
チ
ベ
ッ
ト

危
機
に
対
す
る
欧
米
諸
国
の
反
応
と
比
較
す
れ
ば
、
我
が
国
の
反
応
は
著
し
く
消
極
的
な
も
の
で
し
た
。
し

か
し
こ
う
し
た
反
応
は
、
日
本
の
ア
ジ
ア
で
の
役
割
を
考
え
れ
ば
、
近
隣
で
起
こ
っ
た
人
道
の
危
機
に
際
し
、

あ
ま
り
に
も
無
責
任
な
態
度
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。
我
が
国
は
こ
の
よ
う
な
態
度
を
根
本
的
に
見
直
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
チ
ベ
ッ
ト
問
題
の
平
和
的
解
決
は
、
我
が
国
に
と
っ
て
ア
ジ
ア
に
お
け
る
平
和
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

今
後
よ
り
積
極
的
に
位
置
付
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
日
本
人
す
べ
て
の
願
い
は
、
い
ま
す

ぐ
に
で
も
罪
も
な
い
チ
ベ
ッ
ト
の
人
々
、
さ
ら
に
は
中
国
国
内
の
虐
げ
ら
れ
て
い
る
人
々
に
平
和
と
安
定
、
そ

し
て
公
平
な
裁
判
を
受
け
る
権
利
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
我
が
国
が
こ
の
ま
ま
こ
の
状
況
を
傍
観
視

し
続
け
る
こ
と
は
、
暴
力
に
よ
る
文
明
の
破
壊
に
加
担
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
我
が
国
政
府
に
以
下
の
二
点
を
中
心
と
す
る
具
体
的
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

一
、
諸
外
国
と
協
力
の
上
、
中
国
政
府
に
よ
る
人
権
蹂
躙
や
文
明
の
破
壊
活
動
を
即
刻
中
止
さ
せ
る

　
チ
ベ
ッ
ト
問
題
の
深
源
に
は
、
国
際
的
な
常
識
を
超
え
た
基
本
的
人
権
の
蹂
躙
や
暴
力
に
よ
る
文
明
の
破

壊
活
動
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
既
に
国
際
的
な
人
権
団
体
に
よ
る
調
査
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
す
。
我

が
国
は
こ
の
よ
う
な
事
実
を
単
な
る
内
政
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
人
類
に
共
通
な
憂
慮
す
べ
き

問
題
で
あ
る
と
位
置
付
け
、
そ
れ
を
即
刻
中
止
す
る
よ
う
働
き
か
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
我
が
国
は
、
中
国

政
府
に
対
し
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
遵
守
す
べ
き
モ
ラ
ル
を
も
っ
と
尊
重
す
る
よ
う
に
訴
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
中
国
が
国
際
社
会
の
な
か
で
孤
立
せ
ず
、
協
調
性
を
も
つ
よ
う
、
同
じ
ア
ジ
ア
の
国
家
と
し
て

我
が
国
は
も
っ
と
積
極
的
に
働
き
か
け
る
べ
き
な
の
で
す
。
今
後
も
人
権
蹂
躙
が
継
続
す
る
の
な
ら
ば
、
諸

外
国
と
連
携
の
上
し
か
る
べ
き
処
置
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

二
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
と
胡
錦
濤
国
家
主
席
の
無
条
件
で
の
対
話
の
場
を
設
置
す
る

　
チ
ベ
ッ
ト
の
人
々
が
精
神
的
に
崇
拝
し
て
い
る
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
は
こ
れ
ま
で
徹
底
し
た
非
暴
力
主
義

を
貫
き
、
今
回
の
一
連
の
声
明
に
も
、
双
方
に
と
っ
て
利
益
の
あ
る
対
話
に
よ
る
平
和
的
解
決
を
望
ん
で
い

ま
す
。
チ
ベ
ッ
ト
の
問
題
を
平
和
的
に
解
決
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
と
中
国
政
府
が
直

接
対
話
を
行
う
こ
と
が
最
も
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
既
に
国
際
世
論
で

も
常
識
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
対
話
に
際
し
て
様
々
な
条
件
が
課
せ
ら
れ
、
実
質
的
な
和
解

を
実
現
す
る
両
者
の
対
話
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
問
題
を
全
面
的
に
解
決
す
る
た
め
に
は
、

我
が
国
は
諸
外
国
と
連
携
し
、
両
当
事
者
を
無
条
件
に
議
論
さ
せ
、
実
質
的
な
和
解
を
遂
げ
る
対
話
の
場

を
早
急
に
設
け
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

以
　
上

チベットの危機に関する声
チベット危機に関する平和的全面解決を求める日本政府に対する公開書簡
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井
内
真
帆
（
大
谷
大
学
　
助
教
）

石
濱
裕
美
子
（
早
稲
田
大
学 

教
授
）

一
瀬
昌
嗣
（
物
理
教
員
）

井
本
勝
幸
（
四
方
僧
伽
代
表
）

岩
崎
匡
佐
士
（
楽
ら
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
代
表
）

上
田
み
ど
り
（
広
島
経
済
大
学 

教
授
）

上
野
ち
ひ
ろ
（
月
刊
『
寺
門
興
隆
』
編
集
記
者
）

岡
野
竜
馬
（
広
島
国
際
平
和
会
議2006

議
事
録
編
集
委
員
）

岡
本
永
司
（
真
言
宗
豊
山
派
大
本
山
護
国
寺
貫
首
）

小
武
正
教
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
西
善
寺
住
職
）

尾
津
直
美
（
有
限
会
社
ト
ラ
イ
ア
ロ
ー
代
表
取
締
役
）

小
野
田
俊
蔵
（
佛
教
大
学 

教
授
）

小
原
大
典
（N

PO

ク
リ
カ
代
表
）

小
原
美
千
代
（
編
集
者
）

金
原
一
次
（
日
本
青
年
会
議
所2006

年
度
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
）

金
城
一
国
斎 （
漆
芸
家
）

久
保
　
隆
（
チ
ベ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ K

IK
U

代
表
）

小
池
美
和
（
翻
訳
家
）

肥
塚
侾
司
（
カ
ト
リ
ッ
ク
広
島
司
教
区
）

小
林
海
暢
（
真
言
宗
泉
涌
寺
派
元
管
長
）

小
林
暢
善
（
真
言
宗
泉
涌
寺
派
大
本
山
浄
土
寺
住
職
）

高
橋
さ
つ
き
（
ノ
ル
ブ
ク
リ
エ
イ
ト
）

田
北
冬
子
（
広
島
経
済
大
学 

講
師
）

龍
村
ゆ
か
り
（
地
球
交
響
曲
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

長
田
幸
康
（I LO

V
E T

IBET
 ! 

主
宰
）

中
村
一
朗
（
社
団
法
人
広
島
青
年
会
議
所2006

年
度
理
事
長
）

中
村
　
豊
（
日
本
聖
公
会
神
戸
教
区
主
教
）

名
和
玲
子
（
ジ
ャ
パ
ン
・
ユ
ニ
オ
ン
代
表
）

西
井
裕
昭
（
広
島
国
際
平
和
会
議2006

実
行
委
員
会
委
員
長
）

根
本
裕
史
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

野
村
正
次
郎
（
大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
研
究
員
）

野
村
沙
永
（
広
島
国
際
平
和
会
議2006

議
事
録
編
集
委
員
）

林
　
慶
仁
（
天
台
宗
大
慈
寺
住
職
）

平
岡
宏
一
（
清
風
学
園 

副
理
事
長
）

福
田
洋
一
（
大
谷
大
学 

教
授
）

藤
田
理
麻
（
画
家
）

藤
　
千
慧
（N

PO
 

ピ
ー
ス
ビ
ル
ダ
ー
ズ
事
務
局
長
）

前
野
博
紀
（
華
道
家
・
草
月
流
師
範
）

丸
山
智
恵
子
（
有
限
会
社
オ
ー
プ
ン
セ
ン
ス
代
表
取
締
役
）

水
本
和
実
（
広
島
市
立
大
学
広
島
平
和
研
究
所
准
教
授
）

三
宅
伸
一
郎
（
大
谷
大
学 

講
師
）

村
上
徳
樹
（
曹
洞
宗
天
祐
寺
住
職
）

村
上
和
雄
（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）

村
上
宏
治
（
写
真
家
）

森
　
明
子
（
医
師
）

吉
田
正
裕
（
真
言
宗
御
室
派
大
本
山
大
聖
院
座
主
）

渡
辺
香
代
子
（
有
限
会
社
リ
リ
オ
）
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変
化
は
あ
な
た
の
心
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

私
た
ち
に
よ
く
似
た
チ
ベ
ッ
ト
の
人
た
ち
が
い
ま
死
ん
で
い
ま
す
。

彼
ら
は
い
ま
ま
で
は
こ
れ
も
自
分
の
業
の
深
さ
だ
と
信
じ
、
結
構
遠
慮
が
ち
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

富
士
山
の
上
く
ら
い
の
高
さ
の
そ
の
土
地
は
も
と
も
と
彼
ら
の
土
地
で
し
た
が
、

い
ま
は
別
の
巨
大
な
国
と
一
緒
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。

最
近
彼
ら
の
な
か
で
若
者
た
ち
が
昔
の
旗
を
ふ
っ
て
、
声
を
か
ら
し
な
が
ら
叫
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
毎
日
、
い
ま
も
夜
が
怖
く
て
眠
れ
な
い
日
々
が
そ
の
場
所
で
は
続
い
て
い
ま
す
。

夜
に
な
る
と
捕
ま
え
ら
れ
て
、
ど
こ
か
に
連
れ
て
行
か
れ
る
か
ら
で
す
。

彼
ら
の
王
国
が
な
く
な
っ
て
、
も
う
五
十
年
も
経
っ
て
い
ま
す
。

で
も
彼
ら
に
は
国
よ
り
も
も
っ
と
大
切
な
人
が
い
ま
す
。
そ
れ
が
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
で
す
。

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
は
観
音
菩
薩
の
代
わ
り
に
彼
ら
の
世
界
に
や
っ
て
き
た
人
で
す
。

い
つ
も
他
者
の
た
め
に
生
き
る
こ
と
が
人
間
の
生
き
る
意
味
で
あ
る
と
教
え
て
い
ま
す
。

い
ま
は
遠
く
引
き
離
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
つ
も
チ
ベ
ッ
ト
の
人
た
ち
は
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
を
信
じ
て
い
ま
す
。

チ
ベ
ッ
ト
で
続
い
て
い
る
こ
の
苦
し
み
は
い
つ
終
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

彼
ら
は
い
つ
ま
で
前
世
の
業
で
あ
る
罰
を
受
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

き
っ
と
い
つ
か
は
チ
ベ
ッ
ト
の
人
々
が
い
た
痕
跡
は
全
部
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
し
ょ
う
ね
。

で
も
来
世
を
信
じ
る
チ
ベ
ッ
ト
の
人
々
に
と
っ
て
そ
ん
な
未
来
は
悲
し
す
ぎ
ま
す
。

私
た
ち
の
日
本
は
チ
ベ
ッ
ト
と
同
じ
仏
教
国
で
、
世
界
有
数
の
経
済
大
国
で
す
。

そ
ん
な
私
た
ち
日
本
人
に
チ
ベ
ッ
ト
の
人
た
ち
は
期
待
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

で
も
日
本
は
戦
争
犯
罪
国
と
し
て
中
国
に
い
つ
も
責
め
ら
れ
て
ば
か
り
で
す
。

だ
か
ら
い
ま
ま
で
他
の
国
と
同
じ
よ
う
に
ず
っ
と
チ
ベ
ッ
ト
の
こ
と
は
傍
観
し
て
き
た
ん
で
す
。

で
も
こ
の
先
も
、
罪
の
な
い
人
が
更
に
ど
ん
ど
ん
死
ぬ
の
を
知
ら
な
い
ふ
り
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

も
う
チ
ベ
ッ
ト
の
人
々
に
苦
し
み
が
続
く
の
を
終
わ
ら
せ
て
あ
げ
た
く
な
い
で
す
か
。

い
ま
日
本
に
ほ
ん
と
う
の
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インターネットに接続できる方はネット署名をご利用ください。
取り扱い者：

多田真祥
テキストボックス
尾 道　大 宝 山　千 光 寺
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●私たちはひとりでもより多くの方にこの趣旨にご賛同して頂きたいと考えております。本趣旨にご賛同くださる方は、下記フォームにご署名ください。
●みなさまから頂きましたメッセージならびに署名はしかるべき時期に達しました時点で、日本政府へ提出する予定にしております。
●本公開書簡の趣旨に賛同するが、立場上、名前やコメントを公開して欲しくないという方がおられる場合は、署名フォームの「非公開希望」にチェッ
クをお入れください。日本政府に提出する場合にのみご芳名を使用させて頂きます。

この署名用紙は以下の取り扱い者か事務局へ、郵送、FAX で御送りください。 
インターネットがご利用できる方はそちらをご利用ください。

「チベットの危機に関する声」事務局
733-0842 広島市西区井口 5 丁目 3-24 岡重株式会社 井口分室内　広島国際平和会議
Tel. 082-277-3216 Fax. 020-4622-7026　※このファックス番号は一部電話からは送信できません。

http://www.tibetsupport.net/ 　

取り扱い者：

私たちにできること、それはまず私たちのためにある私たちの日本政府に願いを伝えることです。

2006 年秋、広島でダライ・ラマをはじめとする３人のノーベル平和賞受賞者を招き、
私たちは「人の未来を考える」というテーマで広島国際平和会議 2006を開催しました。
それから2 年も経たない今、ダライ・ラマとチベットの人たちが危機に立たされています。
彼らの声は武力によって封じ込められようとしています。それなのに日本政府は「総合的に判断して」傍観しているだけです。
じっとしているだけで平和に貢献できるのでしょうか？　私たち日本人にいまほんとうの平和貢献とは何かが問われています。
チベットの人 に々私たち日本人の願いと平和を望む声を伝えてあげようではありませんか。

CHANGE BEGINS IN YOUR HEART

多田真祥
テキストボックス
尾 道　大 宝 山　千 光 寺




